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★Excelアニメーショングラフ１（free件数制限版）
内容説明
Kindle本『Excelアニメーショングラフ１』のサンプルファイルの件数制限版です。
「★データ表」の上にある[Start/Stop]ボタンをクリックしてアニメーションを実行するたびに、ワークシート上にある「★データ表」のデータ件数をチェックし、５件を超えるとメッセージを表示してマクロを停止します。
Kindle用のサンプルファイルには、原則として制限がありません。複数データ円グラフのみ、データラベルなどの設定の関係でデータを10件に固定しています。
　　アニメーショングラフ  http://excelcharts.biz/anime/

同梱ファイル
　「anime100.zip」内のファイルには、次のファイルが含まれる。
・anime100free.xlsm … Excelアニメーショングラフ１のサンプル
・anime100free.docx … 入力操作の説明（本文書）
・anime100free.txt … 入力操作の説明のテキスト文書（本文書と同一）
・LineChart.gif … 折れ線グラフのアニメーションGIF
・LineChart.mp4 … 折れ線グラフのMP4ファイル
※「LineChart」は、PowerPointへの貼り付けを試すためのサンプル。


操作説明
　『Excelアニメーショングラフ１』では、アニメーションの仕組みを説明する内容が多くなったので、操作に関する内容を抜粋した。

Chap.1　グラフ共通
　アニメグラフ１にあるグラフに共通する内容を集めた。

Sec.1　基本情報
　アニメグラフ１の基本的な情報を整理した。

１. ワークシート構成
　ワークシートの構成は次の通り。
・仕組み … アニメーションの基本的な仕組みを紹介する
・棒グラフ … 縦棒グラフと横棒グラフを動かす
・折れ線グラフ … 折れ線グラフを右方向に動かす
・円グラフ … 円グラフとドーナツグラフを動かす
・更新履歴 … 本ブックの更新履歴


２ 表とグラフの構成
　アニメグラフ１のグラフは複数の表を作成元にしている。
　作成元にはグラフ化するデータに「★データ表」、カウントアップするために「※カウントアップ表」を使い、２つの表が1組である。補助的な表を付け加えて1～3のグラフを作成している。

３ 動かす方法
　マクロが有効な状態で開き、「★データ表」の上にある[Start/Stop]ボタンをクリックする。アニメーションの動作中に[Start/Stop]ボタンをクリックすると、アニメーションが途中で停止する。

４ マクロの強制終了
　実行中のマクロを強制的に終了するには、[Esc]キーをしばらく押し続けるか、[CTRL]+[Break(Pause)]キーを押す。「コードの実行が中断されました。」というメッセージが表示されたら[終了(E)]ボタンをクリックする。



５ アニメーションの設定の変更
「※カウントアップ表」にある値を変更する。
◆「※カウントアップ表」の行見出しと内容
Link … マクロによってカウントアップする。動作確認のために値を入力することがある。
Start …（入力必須）原則として０、マイナスの値や途中から動かす場合はEnd未満の数値を入力する。
End … 数式で計算するので入力しない。
Divide …（入力必須）１以上の数値、細かく動かしたいときに大きな数値を入力する。
Sleep …（入力必須）０以上の数値、ゆっくり動かしたいときに大きな数値を入力する。
・カウントアップする範囲がStart～End
・１回のカウントアップの幅が（End－Start）／Divide
・Sleepのミリ秒分だけ、カウントアップごとに処理を一時休止
・「Loop Cnt」の下のセルは、動作確認用のカウントアップした回数
・この表の項目の位置関係を変えない

Hint「※カウントアップ表」は範囲名を使ってマクロに受け渡す
　Linkに範囲名を設定している。

６ 伸ばす棒や円の扇を切り替える基準
　連続伸長棒グラフと複数データ円グラフは、累計値を基準にして増やすデータ要素を切り替えていき、Link=データの合計値になると、動きを止める。

７ 動かないデータ系列
　「★データ表」にある「固定データ」列は、何も加工せずにグラフデータの範囲に設定する。

８ 画像を動かす方法
　アニメグラフ１では画像を縦方向に動かすのに折れ線グラフ、横方向やマーカーの位置を調整するのに散布図を使っている。

９ 画像の位置の調整方法
　「◇マーカー調整」を使って画像の位置を微調整する。
　画像を左方向に移動するには「X調整」にマイナスの数値、上方向に移動するには「Y調整」にプラスの数値を入力する。絶対値が大きいほど移動する距離が大きくなる。通常、横棒グラフの１つの項目は散布図のYの値に換算すると０～１。



Sec.2　自分のデータの使用
　黄色い背景色のセルには数式が入力されている。「★データ表」のデータの先頭行が下方向へのコピー元なので、この数式を消さない。
　アニメグラフ１のデータを変更するには、次の３つのSTEPで操作する。

　STEP 1  「★データ表」のデータを変更する
　STEP 2  グラフの数値軸を調整する（円グラフ以外）
　STEP 3  不要なグラフやグラフ要素を削除する
１ データの変更
　アニメグラフ１では「★データ表」の左側にある背景色が水色や白色のセル（黄色以外）に自分のデータを入力する。上から順に入力して空白行を作らない。コピー&ペーストする場合は、ペーストの際に[値の貼り付け]を選択する。
　「★データ表」では「データ」「固定データ」の含まれる列がグラフ化したいデータを入力する列、「固定データ」「グラフ」「X」「Y」の含まれる列がグラフデータの範囲だ。

２ 不要な行の削除
　「★データ表」にある余分な行を削除するには、削除したい行にあるセルを選択して右クリックし、[削除(D)]→[テーブルの行(R)]をクリックする。

Tips ワンタッチでデータの2行目以降を削除する
　テーブル内のセルを選択して [Ctrl]+[t] キーを押す（マクロ「Tbl2_Clear」）と、データの2行目以降を削除できる。

３ グラフの数値軸の調整
　アニメグラフ１では数値軸と第２数値軸の目盛の最小値と最大値を固定している。このため、棒グラフと折れ線グラフでは「★データ表」のデータの値やデータ数が変わると、数値軸の目盛を調整することが必要になる。数値軸の調整は、次のように操作する。
(1) [Start/Stop]ボタンをクリックする（動作の終点までカウントアップする）。
(2) グラフを選択して[Ctrl]+[m]キーを押す（マクロ「ActiveChartScale_MaxFix」）。
(3) 「数値軸の最小値を０にしますか？」と表示されたら、０にする場合は[はい(Y)]ボタンをクリックまたは[enter]キーを押す。０にしない場合は[いいえ(N)]ボタンをクリックする。
※通常、数値軸の最小値は０に設定するが、折れ線グラフなどでデータにマイナスの数値がある場合は０に設定しない。



４ 不要なグラフ・グラフ要素・ボタンの削除
　グラフ自体を削除するにはグラフエリアを選択して[Delete]キーを押し、グラフ要素は削除したい部分を選択してから[Delete]キーを押す。
　[Start/Stop]ボタンを削除するには、[Ctrl]キーを押しながら削除したいボタンをクリックして選択し、[Delete]キーを押す。[Ctrl]キーを押しながら複数のボタンをクリックすると、まとめて選択することもできる。

５ 特定のグラフのみのブックの作成
　アニメグラフ１から特定のグラフのみのブックを作るには、使わない部分を削除したブックを作る。

６ 表示したくない列の非表示
　アニメグラフ１は計算過程の数式やエラーを表示している。グラフを動かす際は、これらを表示する必要がないので列単位などで非表示に設定するとよいだろう。このグラフは、グラフデータの範囲を非表示にしてもグラフを表示し、列の幅を調整してもグラフのサイズは変わらない。

Sec.3　棒やマーカーへの画像の貼り付け
　画像は、コピー&ペーストで棒やマーカーに貼り付けることできる（書式設定でも可能）。貼り付けに「ホーム」タブにある[貼り付け]を使うのがコツだ。

１ マーカーへの画像の貼り付け
　データ要素のマーカーに画像を貼り付けるには、次のように操作する。
(1) 貼り付けたい画像をワークシート上に貼り付けてサイズなどを調整する。
(2) この画像をコピーする。
(3) 変更したいマーカーを２回クリックして選択し、「ホーム」タブにある[貼り付け]をクリックする。
　なお、すべてのマーカーに同じ画像を貼り付ける場合は、(3)のタイミングでマーカーをクリックしてデータ系列を選択してからコピーした画像を貼り付ける。

２ 棒の画像の引き伸ばし（初期設定）
　棒グラフの棒に画像を貼り付けると、初期設定では貼り付けた画像は棒が伸びる動きに合わせて引き伸ばされる。

３ 画像の形を変えない設定
　画像を伸ばさないように設定するには、データ系列やデータ要素の書式「塗りつぶし」にある[積み重ね(K)]をONにする。


Chap.2 棒グラフ
　可変速度棒グラフは、他の棒グラフと異なるので説明を入れた。

<動きのパターン>
　a.すべての棒を同時に動かす … 大小の比較
　　(1) 同じスピードですべての棒を伸ばす
　　　　→全体伸長棒グラフ
　　(2) 棒ごとに異なるスピードで伸ばす
　　　　→可変速度グラフ
　　(3) 同じスピードですべての棒を縮める
　　　　→減少棒グラフ
　b.1本ずつ順に棒を伸ばす … 時系列の推移
　　　　→連続伸長棒グラフ
<使用する表>
　グラフ共通：「★データ表」「※カウントアップ表」
　画像を使っているグラフ：「◇マーカー調整」

Sec.1　可変速度棒グラフ
　可変速度棒グラフの「★データ表」では、棒や画像を動かすスピードを「スピード」列に、最終的な画像の位置や棒の長さを「データ」列に入力する。

１ 可変速度棒グラフの止め方
　可変速度棒グラフには動きを止めるタイミングに次の２パターンがある。

a.スピードの値で止める
　「データ」列にスピードの値を入力すると、スピードの値に達したらすべての画像と棒が止まる。
b.仕事量の値で止める
　「データ」列に仕事量の値を入力すると、「データ」列の値に最遅のデータが届いたタイミングで動きが止まる。



Chap.3  折れ線グラフ
　折れ線グラフでは、折れ線のマーカー間を補完する「◆散布図(直線)」が自動的に伸びない。このため、データ数や「線分割数」を増やして数式が足りないときは（赤字でメッセージが表示される）表を下に伸ばすことが必要だ。

<動きのパターン>
　右方向に向かってデータ要素ごとに順に表示する
　散布図によってデータ間を補完してスムーズに動かす
<使用する表>
　グラフ共通：「★データ表」「※カウントアップ表」
　折れ線グラフ特有：「◆散布図(直線)」「線分割数」「◆散布図(マーカー)」

１ データ数や「線分割数」を増やした場合
　折れ線グラフでは、データ数や「線分割数」を増やした際に「◆散布図(直線)」の文字列の上のセルに「連番が10になるまでテーブルを下に伸ばしてください。」のように赤字で表示されることがある。このときは、テーブルの右下端にあるハンドルを下方向にドラッグ&ドロップする。

[image: C:\Users\tera_000\AppData\Local\Temp\JS8410.GIF]▲行を増やす操作開始

２ データ数や「線分割数」を減らした場合
　データ数や「線分割数」を減らすと、「◆散布図(直線)」の下部分がエラーになってグラフの右端が０の位置になることがある。このときは、[Start/Stop]ボタンをクリックしてグラフを動かすと、減らしたデータにグラフの横軸が正しく調整されてアニメーションが動作する。

[image: C:\Users\tera_000\AppData\Local\Temp\JSB1E1.GIF]▲データ数が減った場合
３ 折れ線グラフの動きを細かくする方法
　折れ線グラフの動きを細かくするには、「線分割数」を大きくして折れ線のマーカー間を細かく分割し、Endに近い値をDivideに入力してカウントアップする幅を1に近づける。この幅を１未満にしても動きが細かくならないので注意が必要だ。

Advice「OFFSET」関数の代わりに「INDEX」関数を使う
　揮発関数である「OFFSET」関数を使うと再計算が遅くなるので、サンプルでは「INDEX」関数を使っている。



Chap.4 円グラフ・ドーナツグラフ
　円グラフでは、データ数によって利用する表が異なり、ダミーを使う。

<動きのパターン>
　a.複数のデータでは360°回りダミーを残さない
　b.１つのデータではデータの値まで回りダミーを残す
<使用する表>
　グラフ共通：「★データ表」「※カウントアップ表」
　円グラフ特有：「ダミー」
　テキストボックスを使う円グラフ：「◇中心部」

Sec.1　複数データ円グラフ
　複数データ円グラフでは、次の２つが棒グラフや折れ線グラフと異なる。
１ ダミーの書式の変更
　アニメーションの途中で[Start/Stop]ボタンをクリックして動きを止める。次に、ダミーを選択して色などの書式を変更する。

２ 不要なデータの削除
　データを入力する範囲を固定しているため、データを削除するには「項目名」「データ」列にある削除したいデータを選択して[Delete]キーを押す。
　他の種類のグラフのような数値軸の調整は必要ない。

Sec.2　単一データ円グラフ
　単一データ円グラフには、テキストボックスを使って構成比を表示する方法がある。

１ 自分のデータの入力
　単一データ円グラフでは、「★データ表」にある「項目名」「データ」列のデータ１行目、その下にダミーの値を入力する。データとダミーの合計を100にする必要はないが、円グラフには合計を100%としたデータの構成比が表示される。

２ 構成比のテキストボックスの作成
　構成比のテキストボックスを作成するには、次のように操作する。
(1) グラフエリアを選択してテキストボックスを挿入する。
(2) テキストボックス内にカーソルがある状態で、数式バーの空欄をクリックして[=]キーを押す。
(3) 表示したい値があるセルをクリックして、[enter]キーを押す。
　この結果、数式バーに「='円グラフ '!$R$13」のようにセルを参照する数式が入力される。

Sec.3　マクロ一覧
　アニメグラフ１のすべてのマクロは、本ブックの「Module1」に記録されている。以下、マクロの一覧である。

マクロ一覧
・「VSグラフ」～「仕組3」
　プロシージャ名と同名の範囲名のセルをカウントアップする。
・Countup
　カウントアップする「VSグラフ」～「仕組3」サブルーチン。
　１より小さい間隔でFor Nextのループするときにワークシート上のEndまでカウントアップできないことの対策として、ループを抜けた際にカウントアップした値がEndより小さい場合にEndでカウントアップする。
・ActiveChartScale_MaxFix
　グラフを選択して[Ctrl]+[m]キーを押して実行する。
　数値軸の目盛の最大値と最小値を自動に更新して固定し（最小値は０に固定可能）、第２数値軸の最小値を０、最大値をデータ数に設定する。
・ChartScale_MaxFix
　数値軸を調整する「ActiveChartScale_MaxFix」のサブルーチン。
・Tbl2_Clear
　テーブルのデータの2行目以降をクリアする。
　テーブル内を選択して[Ctrl]+[t]キーを押して実行する。
・PlotVisibleOnly_False_xlMove
　アクティブブックにあるグラフのPlotVisibleOnlyをOFFに、PlacementをxlMoveに設定する。
　この結果、非表示のデータもグラフに表示でき（[非表示の行と列を表示する(H)]をON）、グラフがセルに合わせて移動するがサイズを変更しない（[セルに合わせて移動するがサイズを変更しない]）。

著者プロフィール　寺田　裕司（てらだ　ゆうじ）

※ご意見・お問い合わせ先
　Excelグラフのmail：contact@excelcharts.biz
　Excelグラフのサイト：http://excelcharts.biz/

◇主な制作実績
　詳細　http://excelcharts.biz/book/
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